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二

『厚
厳
経
』
と

『
大
乗
密
厳

経
』

北

尾

隆

心

は
じ

め
に

『
厚
厳

経
』
と
い
う
経
典
は
、
法
相
宗
の
根
本
論
典
で
あ

る

『成
唯

識
論
』
の
所
依
の
経
論
と
さ
れ
る
六
経
十

一
論
の
内
の

一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
成
唯
識
論
』
の
中
に
お

い
て
は

『
厚
厳
経
』
と
い
う
経

名
は

―
切
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
何
故
に
、
『厚
厳
経
』
と

い
う
経
典
が

『成
唯
識
論
』
の
所
依

の
経
論
の

一
つ
と
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
慈
恩
大
師
窺
基

(六

三
二
～
六
八
二
)
が

『
成
唯
識
論
述
記
』
に
お

い
て

『成
唯
識
論
』
の

中
に
引
用
さ
れ
る
六
つ
の
伽
陀
を

『
厚
厳
経
』

の
伽
陀
と
し
て
註
記
さ

れ
た
こ
と

に
よ
る
の
で
あ
る
。

そ
し

て
、
こ

の

『
厚
厳
経
』
と

『
大
乗
密
厳
経
』
(以
下

『密
厳
経
』

と
略
す
)
と
が

一
般

に
は
同
本
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
両
経
の
同
本
説
は
、
真
興

(九
三
五
～

一
〇
〇
四
)
の

『
唯
識
義

私
記
』
の
中
に
お

い
て
、
『
厚
厳
経
』
と

『密
厳
経
』
と
は
同
本
で
あ

る
と
記
載

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

(
1
)

(
2
)

こ
の
説
に
つ
い
て
は
、
権
田
快
寿
氏

・
勝
又
俊
教
氏
等
に
よ
り

『成

唯
識
論
』
の

『
厚
厳
経
』
と
さ
れ
る
伽
陀
と

『
密
厳
経
』
の
漢
訳
、
及

び
、
チ
ベ

ッ
ト
訳
の
比
較
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ

て
い
る
。

本
稿
に
お

い
て
は
、
真
興
が

『
唯
識
義
私
記
』

に
お
い
て

『
厚
厳

経
』
と

『
密
厳
経
』
と
が
同
本
で
あ
る
と
さ
れ
た
そ
の
根
拠
に
つ
い
て

若
干
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

一

真
興

撰

『
唯
識

義
私

記
』

こ
の
真
興
の

『唯
識
義
私
記
』
と
は
、
慈
恩
大
師
の

『大
乗
法
苑
義

林
章
』
「唯
識
義
林
」
(以
下

『唯
識
義
林
』
と
略
す
)
の
註
釈
書
で
あ
る
。

『
唯
識
義
私
記
』
に
、
『
厚
厳
経
』
と

『
密
厳
経
』
と
の
同
本
と
す
る

説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

『
唯
識
義
林
』
の

「
厚

　
　
　

厳
経
云
。

心
意
識
所
縁
皆
非
離
自
性
。

故
我

一
切
唯
有
識
無
余
。」
と

い
う
文
の
注
釈
の
中
に
お
い
て
で
あ
り
、
「此
経
西
方
有
梵
本
未
翻
訳
。

　
る
　

唯
識
論
第
七
引
此
経
文
。
章
主
依
此
引
為
証

。」
と
し
、
『
厚
厳
経
』
は

翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
後

に
割
註
を
付
し
、
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一
一
四

「泰
法
師

仏
地
疏
云
。
法
師
持
梵
本
来
。
若
翻
可
得
五
六
巻
許

。
然
未

翻
也
。

(
5

)

義
濱
云
。
密
厳
経
是
同
本
也
。
云
々
」

と
さ
れ
、

義
濱
の
説
を
出
し
、

『
厚
厳
経
』
と

『密
厳
経
』
と
は
同
本

で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
降
の
註
釈
書
等
は
す
べ
て
こ
の
真
興
の
割
註
の
部
分
を
踏
襲

し
て
お
り
、
『
厚
厳
経
』

と

『
密
厳
経
』
と
は
同
本
で
あ
る
と
解
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
湛
慧

(
一
六
七
五
～

一
七
四
七
)
の

『
成
唯

(
6

)

識
論
述
記
集
成

編
』

巻
第
十
二
や

基
弁

(
一
七
八

一
～

一
七
九

一
)

の

(
7
)

『大
乗
法
苑
義
林
章
師
子
吼
紗
』
巻
第
七
等
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

真
興
の

『
唯
識
義
私
記
』
で
は
、
義
濱

の

『密
厳
経
』
と

『厚
厳
経
』

と
が
同
本
で
あ
る
と
い
う
説
を
引
い
て
い
る
が
、
真
興
以
前
の
註
釈
書

等
に
お
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

『
厚
厳
経
』
の
経
名
は
示
し
て
い

る
も
の
の

『
密
厳
経
』
と
同
本
と
す
る
解
釈
は

一
切
見
当
ら
な
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
真
興
の

『唯
識
義
私
記
』
に
お
け
る
割
註
の

引
用
は
真
興
の
卓
見
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
真
興
の
卓
見
と
も
い
う
べ
き
前
述
の

「義
濱
云
。
密
厳
経
是
同

(
8
)

本
也
。」

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
如
何
な
る
も

の
か
ら
の

引
用
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
、
全
く
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

そ
れ
故

に
、
古
く
よ
り

「義
濱
」

の
部
分
を

「義
演
」
と
す
る
写
本

も
存
す
る
の
で
あ
り
、
東
大
寺
所
蔵
新
禅
院
本

.『
唯
識
義
私
記
』
の
写

(
9
)

本
の

一
本

に
お
い
て
は
、
「義
濱
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
異
本

で
は

「義

演
」
で
あ
る
と
註
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
湛

慧
の

『
成
唯
識
論
述
記
集
成
編
』
に
お

い
て

も
、
「義
演
云
。
密
厳
経

(
10

)

是

同

本

也

。」

と
あ

り

、

こ

の
部

分

を

「
義

演

」

と

し

て

い
る

の

で

あ

る
。

(11
)

今

日

に
至

っ
て
も

、

権

田

氏

、

及

び

、

勝

又

氏

等

は

「
義
濱

」

の
部

分

を
ど

の
様

な

根

拠

に

よ

る
も

の

か

「
義

演

」

と

さ

れ

て

い
る

の

で
あ

る

。

二

「
義

演

」

と

は

で

は
、

こ

の

「
義

演

」

と

は
何

を
指

す

の

か
。

権

田

氏

は

、

「熱

る
に
其

の
密
厳
経

の
翻
訳
を
見

た
る
義
演

は
密
厳
経

と
厚

厳
経

と

は
全

く
同
本
で
あ

る
と
唱

え
初

め
た
。

そ
し
て
爾

来
義
演

の
考
え
方
が
学

派
と
し

て
証

認
さ
れ
た
如
く
、

…
…
[略

]
…
…
と
云
ふ
義
演

の
言
葉
を

一
先
ず
認
め

る
も
、
何
故

に
両
経
は
同
本
な
り
や
と
、
そ

の
所
以
も
詮
索
す

る
こ
と

に
な

る
と
義
演

の
述
べ
る
所

は
、
ま

こ
と

に
簡
単

に
し
て
、
我

々
は
そ

こ
か
ら
何

(12
)

等
の
理
由
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
ぬ
の
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に

「義
演
」
を
人
名
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。し
か
し
、
真
興
の

『
唯
識
義
私
記
』
の
中

に
現
わ
れ
る

「義
演
」
と

は
、
人
名
で
は
な
く
、
『成
唯
識
論
疏
義
演
』

と
い
う
論
書
で
あ
る
。

『
唯
識
義
私
記
』
に
は
、
「義
演
云
」
も

し

く
は
、
「演
云
」
と
し
て
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一

一
五

現

わ

れ

る

箇

所

が

、

二
四

箇

所

あ

る

が

、

例

え
ば

、

『
密

厳

経

』

と

『
厚

厳

経

』

と

を

同

本

と

す

る

こ

と

を

述

べ

た

文

に
続

く

中

に

「
義

演

云
」

が

現

れ

て

お
り

、

そ

の
文

を

示

す

と

、

「
問
。
此
疏
文
意
何

。
答

。
義
演

云
。

疏
中
解
上
二
句
有
二
解
。

―
云
。

心

意

識
所
縁
。
此
所
縁
者

即
是

第
八
識

上
見
相
分
。
皆
非
離
自
性
者
即
是

八
識

自

体
分
。

意
説
。

所
縁

見
相
分

皆
不
離
識
。

自
体
分

之
自
性
也
。

故
疏
文

云
。
即
縁
識
之
体
者
。
意

云
。
縁
識

即
是
見

分
也
。

体
者
即
自
体
分
故

。
見

分
是

識
体
上
用
。

即
是
自
体
分
縁
見
分
。
此
見
分

不
離
自
体
分
也
。
言
或
事

性
者

。
事

之
言
境
事
。

即
是
相
分
。
此
相
分

不
離
識
。
自
体

性
故
言

性
也
。

二
云
。
其
真
如
理
体
即
是
義
之
所
依
本
事
。
本
事

即
是
体
事
也
。
義

者
即
是

(13
)

余
有
為

法
也
。
真
如
名
真
実

心
也
。

云

々
」

と

あ

る

。

こ
れ

は

『
成

唯
識

論

疏

義

演
』

巻

十

四

の
、

「疏

心
意
識

所
縁
皆
非
離
自
性
者
。
疏
中
解

上
二
解
。

一
言
。
心
意

識
所
縁
。

所
縁

者
即
是

八
識
上
見
相
分
。
皆
非
離
自

性
。
自

性
者
即
是
八
識
自
体
分
。

意
説
。
所
縁
見
相
皆
不
離
識
。
自
性

分
之
自

性
也
。

故
疏

文
言
。
即
縁
識
之

体
者
。
意
言
。
縁
識

即
見
分
。

体
者
即
自

性
分
。
縁

見
分
故
見
分
。
是
識
体

上
用
。
是
自

性
分
縁
見
分
。
見
分

不
離
自
体

分
也
。

言
或
事
性
者
。
事
之
言

境
事
。
即
是
相
分
。
相
分
不
離
識
。
自
体
性
故

言
性
也
。
二
言
。
其
真
如
理

体
即
是
義
之
所
依
本
事
。
即
是
体
事
。
義
者

即
是
有

為
法
也
。
故
真

如
真
実

(14
)

心
也

。」

と

ほ
ぼ

一
致

す

る

の

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
、
真
興
の

『唯
識
義
私
記
』
の
中
の

「義
演
」
と
は
人

名
で
は
な
く

『
成
唯
識
論
疏
義
演
』
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か

し
、
『成
唯
識
論
疏
義
演
』

の
中
に
は
前
述
の

「密
厳
経
是
同

(
15
)

本
也
。」
と
い
う

一
文
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
め
で
あ
る
。

ま
た
、
『
成
唯
識
論
』
に
引
用
さ
れ

て

い
る

『
厚
厳
経
』
の
六
偶
の

内
、
『
成
唯
識
論
疏
義
演
』

に
お
い
て
釈
さ
れ

て
い
る

の
は
二
偶
で
あ

る
が
、
そ
の
部
分
で
は
偶
自
体
の
釈
の
み
で
、
出
典
等
に
つ
い
て
は
何

も
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
『厚
厳
経
』

の
経
名
が
現
れ

て

い
る

二
箇
所
に
お
い
て
も

『厚
厳
経
』
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
み
で
、
『密

厳
経
』
と
同
本
す
る
解
釈
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
(16
)

こ
れ
ら
の
こ
と

よ
り
、
前
述
め

「密
厳
経
是
同
本
也
。」
と
い
う

一

文
は
明
ら
か
に

「義
演
云
」
で
は
な
く
、
「義
濱
云
」
で
あ
る
。

三

「義

濱
一

と

は

で
は
、
「義
濱
」
と
は
、
人
名
及
び
書
名
の
内
、
何
を
指
し

て

い
る

の
か
。
真
興
の

『
唯
識
義
私
記
』

の
中
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

-「義
濱
」

の

も
の
と
し
て
は
四
十
箇
所
の
引
用
が
存
し
て
お
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
は

「義
濱
云
」
の
ほ
か
、

「濱
云
」
、
「濱
師
云
」
、

「義
濱
三
身
章
記
日
」
、

「義
濱
釈
章
文
云
」
等
と
い
う
よ
う
に
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
よ
り
明
ら
か
に

「義
濱
」
と
は
人
名
を
指
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
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一

一
六

で
は
、

「義
濱
」
と
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
。

こ
の

「義
濱
」
と

い
う
人
名
を
真
興
の
時
代
以
前
に
捜
す
と
、
『
宋

(
17
)

高
僧
伝
』

の
中
に
二
度
出
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

「曇

一
伝
」
に

お
い
て
曇

一

(六
九
二
～
七
七
一
)
の
弟
子
と
し

て
現
れ
、

そ
し

て
、

(
18
)

「霊
祐
伝
」

に
お
い
て
は
霊
祐

(七
七

一
～
八
五
三
)
の
師
匠
と

し
て
出

て
く
る
。

こ
れ
よ
り
義
濱
が
活
躍
し
た
の
は
七
〇
〇
年
後
半
よ
り
八
○
○
年
前

半
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

(
19

)

ま
た
、
結
城
令
聞
氏
の

『
唯
識
学
典
籍
志
』
に
お
い
て
は

「義
濱
」

の
著
作
と
し
て

『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
記
』
二
巻
と
い
う
唐
代
選
述
の

も
の
が
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
は
今
日
伝

(
20

)

わ

っ
て
い
な
い
の
で
あ

り
、
そ
こ
に

「密
厳
経
是
同
本
也
。」
と
い
う

文
が
存
在

す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
現
在
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
。

た
だ
、

こ
れ
ら
よ
り
推
し
量
る
と
、
七
〇
〇
年
後
半
よ
り
八
○
○
年

前
半
に
活
躍
し
た

『成
唯
識
論
』

に
精
通
し
た

「義
濱
」
な
る
人
物
が

存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
、
こ
の
人
が
、
真
興
の

『
唯
識
義

私
記
』
に
お
い
て
、
『
厚
厳
経
』
と

『
密
厳
経
』
と
を
同
本
と
し
た
「義

濱
」
な
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

(
21
)

し
か
し
、
真
興
以
前
に
は

こ

の
義
濱
の

「密
厳
経
是
同
本
也
。」
と

い
う

一
文

の
引
用
は
全
く
な
く
、

ま
た
、

『厚
厳
経
』
と

『密
厳
経
』

と
を
同
本
と
見
る
と
い
う
こ
と
も
な
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、

つ
ま

り
、
真
興
が
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ

っ
て

『
厚
厳
経
』
と

『密
厳

経
』
と
の
両
経
が
同
本
と
い
う
説
が
、

一
般
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り

に

古
く
よ
り
定
説
と
さ
れ

て
い
る

「『
厚
厳
経
』
と

『
密
厳
経
』
と
の

両
経
は
同
本
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
日
、
権
田
快
寿

氏
や
勝
又
俊
教
氏
等
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
説
の
発
生
に

つ
い
て
は
真
興
の

『
唯
識
義
私
記
』
を
最
初
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か

(
22
)

し
、
そ
の
中
の

「
密
厳
経
是
同
本
也
。」
と

い
う
引
用
文
が
何
よ
り
の

引
用
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
権
田
氏
や
勝
又
氏
の
よ
う

に
両
経
を
同
本
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
証
明
さ
れ
た
方
す
ら
、
無
確
認

に

「義
濱
」
を

「義
演
」

と
書
き
換
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
写
本
等
に
よ
り
、
そ
の
部
分
が

「義
濱
」、
「義
演
」
の
二
種

存
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
『
唯
識
義
私
記
』
に
お
け

る

「義
演
」
と
は
、
権
田
氏
の
説
の
よ
う
に
人
名
で
は
な

い
の

で
あ

り
、
『
成
唯
識
論
疏
義
演
』
を
指
す

の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
お

い
て

は
こ
の
よ
う
な

『
厚
厳
経
』
・
『密
厳
経
』
両
経
を
同
本
と
す
る
解
釈
は

全
く
存
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
よ
り
明
ら
か
に
こ
の
部
分
は

「義
演
」
で
は
な

く
、
「義
濱
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。
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『
厚
厳
経
』

と

『
大
乗
密

厳
経
』

(北

尾
)

一

一
七

そ
し
て
、
こ
の

「義
濱
」
と
は

『
唯
識
義
私
記
』
の
他
の
部
分
よ
り

人
名
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
(
23

)

つ
ま
り
、
「密
厳
経
是
同
本
也
。」
と
い
う

一
文
は
、
「
義
演
」
(『成
唯

識
論
疏
義
演
』)
の
も
の
で
は
な

く
、
「義
濱
」
と

い
う
人
物

の
述
べ
た

文
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「義
濱
」
に
つ
い

て
は
、
今
日
、
七
〇
〇
年
後
半
よ
り
八

○
○
年
前

半
に
活
躍
し
た

『成
唯
識
論
』
に
精
通
し
た

「義
濱
」
な
る

人
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

り
、
『
唯
識
義
私
記
』
の
中

に
現
れ
る

「義
濱
」
で
あ
る
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の

決
定
に
至

る
明
確
な
根
拠
に
欠
け
る
の
で
あ
り
、
推
測
を
で
な
い
の
で

あ
る
。
今
後
、
更
な
る
研
究
の
必
要
性
を
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
が
明
確

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
真
興
の

『唯
識
義
私
記
』

の
研
究
が

一
歩
前
進
す
る
も
の
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

1

権
田
快
寿

「密
厳
経
に
就
て
」
(仏
教
学
第
四
輯
)。

2

勝
又
俊
教

『仏
教
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
』
「第
二
章
第
二
節
七
、

厚
厳
経
」
(八
四
～
八
七
頁
)。

勝
又
氏
は
本
書
に
お
い
て
、
『厚
厳
経
』
の
偶
と

『密
厳
経
』
と
を
比

較
し
、
二
偶
が

一
致
し
、

一
偏
が
類
似
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
、
権
田
氏
が
云
わ
れ
て
い
る

(前
提
書
七
二
～
七
三
頁
)
よ
う
に
一
偶

か

一
致
し
、
二
偶
が
類
似
す
る
の
で
あ
る
。

3

大
正
蔵
四
五
巻
二
五
八
頁
下
。

4

大
正
蔵
七

一
巻
三

=
二
頁
下
。

5

大
正
蔵
七
一
巻
三
二
ご
頁
下
。

6

大
正
蔵

六
七
巻

二
五
四
頁
中
～
下
。

7

大
正
蔵
七

一
巻

六
〇

一
頁
中
。

8

大
正
蔵
七

一
巻
三

二
二
頁
下
。

9

養

和
二
年
壬
寅
正
月
廿

日
写
さ
れ
た
興
福
寺

沙
門
解
脱
上
人
貞
慶

の
写

本
。

10

大
正
蔵
六
七
巻

二
五
四
頁
下
。

11

権
田
氏

前
提
書

六
四
頁
。

勝
又
氏

前
提
書

八
四
頁
。

12

権
田
氏

前
提
書

六
四
頁
。

13

大
正
蔵
七

―
巻
三

一
四
頁
上
。

14

卍
続
蔵

一
・
七
九

・
三

・
二
三
四

右

上
～

下
。

15

大
正
蔵
七

一
巻
三

=
ご
頁
下
。

16

註
15
同
。

17

『宋

高
僧
伝
』
巻
第
十

四

(大
正
蔵
五
〇
巻
七
九
九
頁
上
)

「
唐
会
稽
開
元
寺
曇

一
伝

[略
]

門
人
越
州
妙
喜
寺
常
照
建
法
寺
清
源
湖
州
竜
興
寺
神
玩
宣
州
隠
静
寺
道

昴
杭
州
竜
興
寺
義
賓

(濱
)
台
州
国
清
寺
湛
然
蘇
州
開
元
寺
弁
秀
潤
州

棲
霞
寺
昭
亮
常
州
竜
興
寺
法
俊
等
。
」

18

『
宋
高
僧
伝
』
巻
第
十

―

(大
正
蔵

五
〇
巻
七
七
七
頁
中
)

「
唐
大
潟
山
霊
祐

伝

[略
]

冠
年
剃
髪
三
年
具
戒
。

時
有
銭
塘

上
士
義
賓

(濱
)
。

授
其
律
科
。
及

入
天
台
遇
寒

山
子
於
途
中
。
」

19

結
城
令
聞

『唯
識

学
典
籍
志
』

三
二
二
頁
上
～
三

二
四
頁

上
。

20

註

15
同
。

21

註

15
同
。

22

註

15
同
。

23

註

15
同
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

真

興
、

『
厚
厳
経
』、
義

濱

(種
智

院
大
学
専
任

講
師
)
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